
久喜市避難所運営マニュアル

チェックシート集

【感染症対策追加事項編】

　　　　　　〇この「チェックシート」は、感染症流行時における、避難所運営の各種活動を
　　　　　　　 分割して記載したシートです。

　　　　　　〇各シートはチェック式ですので、行ったことをチェックしながら活動します。

　　　　　　〇指針のひとつです。状況に応じて、臨機応変に対応してください。
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 　　【避難所運営編】　目次

避難所運営の流れ「時系列チェックリスト」

■ はじめに　　避難所運営における感染症対策

■ シートＡ　　スペースの配置

■ シートＢ　　受付と名簿の作成

■ シートＣ　　トイレの清掃・消毒

■ シートＩ　　避難所の消毒

職員や避難者が記入する様式です。

事前に準備しましょう。

様式はライブラリや久喜市ホームページに

保存してあります。

久喜市避難所

運営マニュアル

様式〇



感染症 
● 多くの人が滞在・生活する避難所は、感染症が広がりやすい場所です。

避難者も職員も、マスクの着用やこまめな手洗いを励行し、感染を予防します。
● 避難所が密閉した空間にならないよう、各部屋をこまめに換気します。 

ﾁｪｯｸ  ＊ マスクや体温計、手洗い用せっけん、アルコール手指消毒液等、避難所や親戚、

知人・友人宅等に避難するときにいつでも持ち出せるよう、各世帯に呼びかけます。

ﾁｪｯｸ  

＊ 避難者はマスクを着用します。マスクのない避難者には、避難所用に準備してある

マスクを配布します。

＊ 手洗いや咳エチケットを呼びかけるポスターを掲示し、こまめな手洗いを呼びかけます。

断水している場合は、避難所用に準備してあるアルコール手指消毒剤を活用します。

ﾁｪｯｸ  

＊ 避難所内では常時マスクを着用し、こまめな手洗いや手指消毒を励行します。

マスク・手袋を外すときは、外側にウイルスが付着している可能性を考え、外した後に

手洗いや手指消毒を行います。

＊ 避難所運営に従事する職員は、必要がない場合は専用スペースに立ち入らないようにし、

専用スペースで活動する従事者を絞り込むなど、感染拡大の防止に努めます。

＊ 大きなごみ袋や、使い捨てできる雨合羽等がある場合は、感染が疑われる避難者を

介助するときや、清掃・消毒の際に、簡易な防護服として活用します。

＊ 食料や物資等を配布するときは、避難者が配布場所から各自受け取るようにし、

手渡しの配布を最小限にします。また、配布場所が密にならないよう注意します。

ﾁｪｯｸ  

＊ 室内の換気は常時、もしくは頻繁に（１時間に２回程度）行います。

＊ エアコンを使用する部屋でも、窓や扉を開けて換気する必要があります。

換気扇のある部屋では、換気扇を常時使用します。

＊ 食事の時間はマスクを外すことから、会話をできるだけ控え、換気を行います。

＊ ごみは世帯ごとに小さな袋にまとめて排出するよう呼びかけ、特に使用後のマスク

やティッシュ等のごみは小袋に入れて二重にし、密封して排出します。

＊ ごみ箱にごみを出す際や、ごみ袋を回収するときは、必ず手洗いを行います。

＊ 居住スペースや共用部分は、毎日清掃を行います。

避難所運営に携わる人は、マスクを着用します。

避難所の換気と清掃を徹底します。

はじめに「避難所運営における感染症対策」

【事前に呼びかけ】避難時に持ち出す衛生用品等を、各家庭で準備

してもらいます。

避難所では、手洗い、マスクの着用、咳エチケットを呼びかけます。





感染症 
● 感染症（令和２年〇月時点では新型コロナウイルス感染症）が流行している中でも、危険

●
避難先の分散と共に、避難所には十分なスペースの確保を検討しておきます。 

ﾁｪｯｸ  

＊ 「避難」とは「難」を「避」けることであり、安全な場所にいる人まで避難所に行く

必要はありません。安全な地域では、自宅に留まる在宅避難も避難行動のひとつです。

＊ 避難所以外の避難方法として、在宅避難や、安全な親戚・知人宅に避難することも、

各家庭で話し合うよう地域に呼びかけます。

避難先

在宅避難（その場に留まる）

 自宅などの場所が安全な人・世帯

避 安全な場所の親戚や

友人・知人の家などへ避難

難
　　　　上記以外の人・世帯 指定避難所などへ避難

者 ※発熱、咳症状のある人や濃厚接触者

は専用スペースに滞在

　感染が確認されて在宅避難ができない人

専用の避難施設等へ避難

ﾁｪｯｸ   ＊ 避難所では体育館のほか、教室や会議室なども活用して、広いスペースを避難者の

避難・居住スペースとして利用できるよう、施設管理者と事前に協議します。

＊ スペース内の密集や密接を避けるため、各世帯が感覚を開けて滞在できるよう、

幅２ｍの通路を確保して、収容できる人数や世帯数を検討します。

＊ 体調不良者の「専用スペース」も合わせて検討します。

【事前に検討】避難所に十分なスペースを確保します。

災害時の避難先の考え方

 チェックシートＡ「スペースの配置」

な場所にいる人は、避難することが原則です。
避難所に多くの人が集めると、密集状態になりやすく、感染拡大のおそれも高まります。

【事前に検討】避難所以外の避難も呼びかけます。



ﾁｪｯｸ   ＊ 指定避難所に十分なスペースを確保できない場合は、補助避難所なども活用

できるよう、事前に協議します。

＊ 平屋一回建ての建物は、風水害時（台風・大雨）には避難所として活用できません。

ﾁｪｯｸ  

＊ 避難・居住スペースにはあらかじめ幅２ｍの通路を設けます。

＊ 避難所が混雑してきたら、新しい部屋を避難・居住スペースとして使用します。

避難者が多い場合でも、１ｍ程度の間隔を確保できるよう、協力を求めます。

＊ 健常者が滞在するスペースは、体育館のような広い空間を使用しましょう。

＊ 感染リスクの高い高齢者・基礎疾患を有する方・障がい者・妊産婦等が滞在する

場合は、専用スペースを設けることが望ましいです。

２ｍ おおよそ２ｍを簡単に測るときは、

大人が両手を広げてみましょう。

避難者のスペースには広い通路を確保します。

【事前に検討】補助避難所などの活用を検討します。

密集・密接を避けるスペースの空間配置例（体育館）



＊　専用スペースと居住スペースの間には境界線 校舎3階  トイレ（濃厚接触者用）

　　を設け、避難者が行き来しないようにします。

＊　可能な限り出入口・トイレ・手洗い場を分け、

　　体調不良者と他の避難者の動線が交わらない

　　ようにします。

校舎2階  トイレ（体調不良者用）

体育館

校舎１階  トイレ

専用スペースの検討例

出入口

レイアウトの参考例

居住スペース

居住スペース

居住スペース 体調不良者の専用スペース

要援護者の

居住スペース

救護室

濃厚接触者

専用スペース
男

男

男

女

女

女

境界

境界

境界

更衣室

(女性)

更衣室

(男性)

授乳室

一般避難者・

要援護者の

居住スペース
階
段
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＊ 感染疑いのある方や濃厚接触者は、可能な限り個室が望ましいです。

＊ 同室にする場合は、パーテーションで区切るなどの工夫をしてください。

＊ 人権に配慮して、「感染者を排除するのではなく、感染対策上の対応で

あること」を十分に周知してください。

感染疑いのある人や濃厚接触者専用室のレイアウト例



感染症 
● 避難所で感染者が発生した場合に備え、「避難者カード」に必ず記入してもらい、

避難者名簿を作成し、保管します。
● 「健康管理チェックシート」にも記入してもらい、保管します。 

ﾁｪｯｸ   ＊ 非接触型体温計で避難者の体温を測ります。

＊ 避難者には受付で、「避難所受付シート」を記入してもらいます。

＊ 「避難者カード」「健康管理チェックシート」は避難者に配布し、

避難スペースで落ち着いたら、記入してもらいます。

＊ 「避難者カード」「健康管理チェックシート」は合わせて保管します。

「健康管理チェックシート」は衛生班で管理します。

＊ 受付の列が密にならないよう注意し、受付後の手洗いを呼びかけます。

③体調不良者は

専用スペースに

案内します。 ②受付

受付・体調の確認 ＊　避難所受付シートに記入します。

マスクの配付 ＊　受付で避難者の体温と体調を確認します。

＊　列が密にならないようにします。

④健康な避難者 ①感染防止の呼びかけ

は避難スペース ＊　避難者はマスクを着用します。

等へ移動します。 　　マスクがない避難者にはマスクを配付

　　します。

＊　手洗いや咳エチケットへの協力を呼び

　　かけます。

ﾁｪｯｸ  

＊ 体調不良者や介助者を、速やかに専用スペースへ誘導します。

＊ 避難所運営に従事する職員は、必要がない場合は

専用スペースに立ち入らないようにし、

専用スペースで活動する従事者を絞り込むなど、感染拡大の防止に努めます。

 チェックシートＢ「受付と名簿の作成」

体調不良者は専用スペースに案内します。

受入れ時に避難者の健康状態を確認します。

避難所受付での対応例

チェックシートＡ

感染症

手
指
消
毒
液

久喜市避難所

開設マニュアル

様式６、７

久喜市避難所

運営マニュアル

様式９



ﾁｪｯｸ  

＊ 体温計が利用できる場合は、定期的に検温して体温を記録するほか、

１日１～２回「健康管理チェックシート」に体調を記録します。

ﾁｪｯｸ  

＊ 体調不良者に新型コロナウイルスの感染が疑われる場合は、

相談窓口に連絡します。

久喜市電話相談窓口

電話番号0480-22-1111（内線5670）

月曜日～金曜日　8：30～17：15

＊ 医療機関を受診するまでは、体調不良者の専用スペースを分け、個室や専用のトイレ・

手洗い場などの確保を検討します。

なお、症状が重い場合は救急車を要請します。

体調不良者の健康観察を定期的に行います。

感染が疑わるときは専用の相談窓口に連絡します。



感染症 
● 感染症流行時は、特にトイレの衛生に気をつけましょう。  チェックシートＣ「トイレの清掃・消毒」



感染症 
● 避難所内のよく手を触れる場所を中心に、こまめに消毒を行い、接触による感染を予防

します。
● 避難所を閉鎖するときは、使用した場所の消毒を必ず行います。 

ﾁｪｯｸ  ＊ 塩素系漂白剤を濃度0.05%に薄めて、消毒液を作ります。

塩素系漂白剤がない場合は、「住宅・家具洗剤」や「食器用洗剤」を薄めて、

消毒液に使うこともできます。

＊ 誤飲しないために、容器には「消毒液」等を表示し、作り置きをしないように

します。（希釈した塩素系漂白剤は、時間が経過すると消毒の効果が弱まります。）

＊ 塩素系漂白剤や消毒液を取り扱うときは、手袋を着用します。

＊ 他の薬剤や洗剤等と混ぜないように取り扱います。

ﾁｪｯｸ  

＊ 消毒液を使い、よく手に触れる部分（机、手すり、ドアの取っ手、蛇口、スイッチ等。

トイレ含む）を中心に、定期的に拭き掃除をします。

＊ 塩素系漂白剤は金属を腐食させるおそれがあるため、消毒後は必ず水拭きします。

＊ 居住スペースの清掃時も消毒を行いましょう。

ﾁｪｯｸ  

＊ 避難所になった施設の児童・生徒や利用者、職員の安全を守るため、使用した部屋や

共用部分は十分な換気を行い、避難者担当職員等を中心に消毒を行います。

避難所を閉鎖するときは、使用した場所の共用部分を消毒します。

 チェックシートⅠ「避難所の消毒」

消毒作業を行うたびに消毒液を作ります。

共用部分やよく手に触れる部分をこまめに消毒します。



消毒液の作り方


